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シアノバクテリアでは，試験管内でKaiCリン酸化の概日振動を再構成できるこ

とがみつかっている. しかしながら，現在のところ， KaiCリン酸化リズムをつ

くりだす制御メカニズムはわかっていない.本発表でわれわれは(1) KaiC 

蛋白質が遺伝子のon/offを制御するときの， mRNA量と蛋白質量の概日リズム，

ならびに， (2)試験管内のKaiCリン酸化リズムの形成を説明する数理モデ、ル

を提案する.
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